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MS Office 2003、2007、20102） の操作方法。これらを総合的に学習させる場合には、組合
せの数は多数となり統一的な学習指導は極めて困難になる。これらの問題は、筆者が実際に
担当した再履修科目において生じている。 










主な事例 状 況 弊 害 
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表 2 世代からの独立性へのアプローチ 
検討項目 学習内容 学習方法 学習環境 
世代依存の所在 世代毎の構成 集合型授業 
世代毎の環境 
（ハード／ソフト） 




































































学習内容の世代 2 学習内容の世代 3 
世代 2 に 
固有な内容 
(自己学習化) 
世代 3 に 
固有な内容 
(自己学習化) 


































































・第 1 階層：Windows、AP 操作レベルで世代固有の操作 
・第 2 階層：AP 操作レベルで、一般化している操作 
・第 3 階層：Windows 操作レベルで、一般化している操作 






2003 の世代を基準に 2007 と 2010 の世代の操作方法の違いを解説している。ただ、2007
世代の解説では同時期に発表された Windows VISTA を前提としており、2010 世代の解説
では Windows 7 を前提としている。これは、Windows の世代変更とフォシスソフトの世代
変更がほぼ同時期に行われることからすれば妥当な前提条件であると考えられる。 
基準世代を設定したことが B5 判サイズで、110～120 ページほどの分量で収まっており、
一から説明する従来の解説図書に比べて学習者の負担は半減すると思われる。 
 
































・第 1 階層：Windows、AP 操作レベルで世代固有の操作 
・第 2 階層：AP 操作レベルで、一般化している操作 
・第 3 階層：Windows 操作レベルで、一般化している操作 
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表4 学習方法の世代独立確保の要因 
     学習形態 
学習姿勢 




































（機能階層例）AP 種別 → メニュー（リボン） → サブメニュー → 詳細プロパティ等 
【手順の具体例】 
①自己探索の開始点への誘導：類似操作の提示／補助情報への誘導／機能階層の最上位へ





























（1）共通概念教材 → 個別の機種での統一的な学習方法 
ハードウェアの場合 















・何から始めるか分からない → スタートポイントへ誘導 
・ある操作Ｙの方法が分からない → HELP またはＷｅｂを検索
する（操作方法の検索方法）を提示 

















































題とする考え方もある）。図 3 中のネット上のサービスの内、各種 AP ソフトウエアについて


























































































ソフト名称 提供元 特 徴 
Google ドキュメント グーグル株式会社 
マイクロソフト社のオフィスとほぼ同
等機能、本学でも使用中 
ThinkFree てがるオフィス ソースネクスト株式会社 
ワープロ、表4計算、プレゼンソフトか
ら構成される 





Zoho（ゾーホー） Advent Net inc 
Googleアカウントが前提となるが、マイ
クロソフト社のオフィスと同等 
Num Sum Trim Path 海外版ソフト 
iNet Word iNet Office, Inc 海外版ソフト 
G Office Silver office Inc 海外版ソフト 
Write board 37signals LLC 海外版ソフト 
 











・国家レベル   ：データセンターの設置範囲、アクセス、データ保存を、国内に制限す
るレベル 




































































6）最近では、Microsoft 社の寡占状況を嫌い様々なオフィスソフト（中国企業の King Soft など）が
発表されており尐しずつシェアを伸ばしている。また、Sun Microsystems 社の Open Office のよ
うに無償でダウンロードし使用できるオフィスソフトや、Google ドキュメントのように SaaS
（Software as a Service）型の無償サービスもある 
7）オンライン・オフィスソフトは、有償と無償の 2 種類あり、マイクロソフト社のオフィスソフト
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